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日本 OSS 推進フォーラム 
 

 
第 7 回日本 OSS 推進フォーラム 幹事団・顧問団会合の開催 

～クラウド・コンピューティングにおける OSS 利用促進を目指して、 
5 部会体制で着実かつグローバルな活動を展開～ 

 
オープンソースソフトウェア（OSS）の普及拡大のために自由な立場で議論し、課題解決に取り組んでい

る日本 OSS 推進フォーラム（新代表幹事：富士通株式会社 執行役員副社長 佐相 秀幸）は、この度、株式

会社 NTT データ、ソニー株式会社、日本情報システム・ユーザー協会（JUAS）、日本アイ・ビー・エム株

式会社、日本電気株式会社、パナソニック株式会社、株式会社日立製作所、富士通株式会社の企業･団体の

トップから構成される幹事団および産学の有識者からなる顧問団による第 7 回会合を 5 月 19 日にホテルフ

ロラシオン青山にて開催しました。 
 
今回の会合では、代表幹事の任期満了に伴う互選が行われ、矢野前代表幹事（日本電気株式会社 代表取

締役会長）に代わり佐相代表幹事（富士通株式会社 執行役員副社長）を選任するとともに、本フォーラム

がクラウド・コンピューティングにおける OSS 利用促進に取り組むための体制強化策として、昨年度、ス

テアリング・コミッティに新設した「クラウド戦略検討チーム」を「クラウド部会」に改組し、「クライアン

ト部会」、「アプリケーション部会」、「組込みシステム部会」、「人材育成部会」を合わせた 5 部会体制での 2010
年度活動計画が承認されました。 
本フォーラムは、上記部会内に課題毎のタスクフォースを設置して、我が国の OSS 利用促進と OSS グロ

ーバルコミュニティへの貢献に向けて、積極的に取り組んでいきます。各部会では日本国内のみならず、中

国、韓国と協調する北東アジア OSS 推進フォーラム（昨年は 2009 年 10 月に東京で開催、2010 年秋は韓国

にて開催予定）において、実効性のある成果発表ができるよう活動するほか、今年度から地方組織と連携し

た OSS の普及活動も推進していきます。 
 
※日本 OSS 推進フォーラムは、経済産業省、総務省がオブザーバとして参加しています。また、IPA（独

立行政法人情報処理推進機構、理事長 西垣 浩司）が事務局を務めています。 
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各部会の目標および 2010 年度の活動について 
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1 クラウド部会 
クラウド部会は、クラウド・コンピューティングを契機として進む IT のパラダイムシフトにおいて、

OSS が担う役割を調査・検討するとともに、ワールドワイド・コミュニティと連携しながらクラウド・

コンピューティング時代に必要とされる技術評価や実証を推し進めます。 
2010 年度においては、以下の活動を行います。 
・ クラウドの実現に欠かせないOSSスタックの評価や技術開発の推進 
・ OSS活用が見込まれるソーシャルクラウドに関するビジョンを示すと共に、その実現に必要となる

調査や実証実験の推進 
・ 新mPediaの開発支援とコミュニティ形成の推進 
・ 日中韓に加え、グローバルなコミュニティと連携の促進 
 

2 クライアント部会 
クライアント部会は、クラウド環境に適した OSS クライアント PC の普及促進、また標準に準拠し

たユーザー利用環境での相互運用性の向上を目指した活動を行います。 
2010 年度においては、以下の活動を行います。 
・ OSSベースの軽快なクライアントPC普及のための技術と市場に関する動向やデスクトップ環境の

クラウド化とPCの長期利用に関する調査等の実施 
・ オープンな標準に準拠したユーザー利用環境実現に向けたOpenOffice.org等の標準準拠ソフトウェ

アの普及促進やドキュメント標準（ODF等）に関する動向調査の実施 
 
3 アプリケーション部会 

アプリケーション部会は、2009 年度までの活動において、OSS アプリケーションを開発し、ビジネ

スモデルを検討しました。2010 年度はOSS アプリケーションのビジネス事例を集め、対外広報活動を

重視し、OSS アプリケーションのさらなる利用拡大を目指します。 
2010 年度においては、以下の活動を行います。 
・ 開発したソフトをOSSという形で共有し、知的活動を累積型で残す取組みの推進 
・ ソフト開発者のスキルをオープンにし、グローバルに評価される開発能力や技術伝達能力が向上す

る取り組みの推進 
・ 公的機関の調達で活用される技術参照モデル（TRM）に対応するOSS製品成熟度の調査 

 
4 組込みシステム部会 
組込みシステム部会は、OSS の活用が定着した組込みシステム分野において、今後も引き続きコミュ

ニティとの共存共栄が図られるよう、組込みシステム関連業界としてのガイドラインの作成を行います。 
2010 年度においては、以下の活動を行います。 
・ OSS開発コミュニティとの協調関係を発展させ、組込み開発の現場と、コミュニティ最前線とのギ

ャップ低減化の推進 
・ CE Linux Forum等関連する団体、フォーラム等との協調関係の継続と発展の推進 
 

5 人材育成部会 
人材育成部会は、IPA 及び北東アジア OSS 推進フォーラムの人材育成作業部会と共同し、教育機関

等と連携しながら、OSS 技術教育による高度 IT 人材育成の推進活動を行います。 
2010 年度においては、以下の活動を行います。 
・ IPAのOSS活用モデルカリキュラム整備活用への協力と、同カリキュラムに基づく教材や関連する

資格等の普及活用の促進 
・ OSSトレーニングキャンプやOSS貢献者共同表彰等、日中韓の取り組みの推進 

■日本 OSS 推進フォーラムに関するお問い合わせ先 
日本 OSS 推進フォーラム 事務局担当 前田 
Tel: 03-5978-7507 FAX: 03-5978-7517 



別 紙 
 

日本 OSS 推進フォーラムについて 
 

1. 目 的 
 Linux を始めとするオープンソースソフトウェア（OSS）は、企業・大学等の情報システムへの

導入や組込みシステムでの活用が進展しつつありますが、ユーザーが安心して利用するための技術

上・制度上の課題も指摘されています。 
本フォーラムでは、我が国の情報システムのユーザー、ベンダー、学識経験者の有識者が参集し、

OSS の活用上の課題について自由な立場で議論し、課題解決に向けての取組みを行っていきます。 
 
 
2. 体 制（2010 年度） 

代表幹事 
佐相 秀幸    富士通株式会社 執行役員副社長 

 
幹事団 
石原 邦夫  社団法人 日本情報システム・ユーザー協会 会長 

(東京海上日動火災保険株式会社取締役会長) 
大歳 卓麻    日本アイ・ビー・エム株式会社 会長 
桑原 洋   株式会社日立製作所 特別顧問 
中鉢 良治  ソニー株式会社 取締役 代表執行役 副会長 
浜口 友一  株式会社 NTT データ 相談役 
宮部 義幸  パナソニック株式会社 役員 
矢野 薫      日本電気株式会社 代表取締役 会長 

 
顧問団 
稲月 修   株式会社野村総合研究所 理事 
鹿島 亨    株式会社 SRA 代表取締役社長 
國井 利泰  東京大学 名誉教授 
郡山 龍   株式会社アプリックス 代表取締役 
澤 源太郎  NTT コムウェア株式会社 代表取締役 副社長 
関口 智嗣  独立行政法人産業技術総合研究所 情報技術研究部門 部門長 
徳田 英幸   慶應義塾大学 環境情報学部長・教授 
中村 彰二朗 サン・マイクロシステムズ株式会社 新規ビジネス開発本部 本部長 
長谷川 和義 住友電気工業株式会社 常務執行役員 
福安 徳晃  The Linux Foundation ジャパンディレクター 
保科 剛     日本ユニシス株式会社 最高技術責任者 
吉田 透   新日鉄ソリューションズ株式会社 取締役副社長 
吉田 雅彦  日本ヒューレット・パッカード株式会社 取締役 相談役  
渡辺 尚生  東京ガス株式会社 常務執行役員 
 

事務局 
IPA（独立行政法人情報処理推進機構）  
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3. 活動内容 

定期的に（年 1～2 回程度）幹事団が中心となって、顧問団のメンバーとともに「日本 OSS 推進

フォーラム」を開催します。本フォーラムでは、我が国で OSS を有効な選択肢として活用していく

ために必要な技術的課題、制度的課題について自由な意見交換を行います。 
 
 
4. 組織図（2010 年 5 月 19 日 現在） 
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